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広報こうさ　R7.4

人のうごき（２月28日現在）

総人口

9,895人　男 4,756人／女 5,139人

前月比

－15人　　　　　男 －7／女 －8

　○出生　　2人 　○死亡　　14人
　○転入　　24人 　○転出　　27人

総世帯数

４，４１７世帯　　前月比　－4

町からの情報をお届けしています

━━━━  表紙の写真 ━━━━

　今月の表紙は、ノルディッ
クウォーキングを楽しむ皆さ
ん。だんだん暖かくなり、町
を歩くのが楽しい季節になり
ました。梅の花や桜、菜の花
など、自分のお気に入りの場
所を探しにいくのもいいです
ね。

ウェブサイトメールアプリ

メールアプリ「こうさ情報たしか
めーる」の登録をお忘れなく！

facebook

X（旧 twitter）

instagram
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流域治水を推進し、水害に強いまちづくりに取り組むため

甲佐町建設課 096-234-1183

指定を受けることで、河川整備の加速化と雨水流出の抑制を推進し、住民の人命・財産を水害から守り、
安全で安心して暮せるまちづくりを目指します。
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▲坂井代表取締役（左）に感謝状を手渡す甲斐町長

　３月５日（水）、町へ500万円の寄付をいただいた
田上泰隆さん（京都府）へ、町からお礼状が贈呈され
ました。甲佐町出身で泰隆さんの曾祖父にあたる重兵
衛さんは農耕用の「御船犂」を開発、父の龍雄さんは
日本初のトラクターを開発された経緯があり、甲斐町
長は「多額の寄付をいただき感謝しています。町の発
展のために活用させていただきたい」と話しました。

曾祖父のふるさとを想って
田上泰隆さんが町へ500万円を寄付

３月４日（火）町本庁舎で、本町へ寄附いただいた
有限会社天昇／ダスキン天昇（益城町・坂井辰也代表
取締役）に感謝状が贈られました。今回、同社からい
ただいた寄附金は、安定した「しごと」を創出する基
盤づくりや関係人口の創出と定住促進などを基本目標
とする「甲佐町まち・ひと・しごと創生推進計画」に
基づく事業のために活用します。

町への寄附企業に感謝状
企業版ふるさと納税制度

こうさ の 話題

▲町からのお礼状を受け取る田上泰隆さん（左）

▲功労者表彰を受賞した甲佐町土地改良区理事長の遠山さん

　2月27日（木）、熊本ホテルキャッスルで熊本県土地
改良事業団体連合会第６８回通常総会が開催され、甲佐
町土地改良区理事長の遠山敬光さんが功労者の表彰を
受けられました。遠山さんは町土地改良区の役員を17
年間務め、土地改良区の運営に大きく貢献。熊本地震で
被災した用排水路の早期復旧に向けて尽力されたこと
などが評価され、今回の表彰となりました。

長年の功績を称えて
甲佐町土地改良区の遠山敬光さんが表彰

▲緑川や竜野川流域の内水対策について意見交換を行う参加者

　2月7日（金）、町本庁舎で第5回「緑川竜野川内水対
策会議」が開催されました。同会議は、国土交通省およ
び熊本県と甲佐町が合同で開催。今回は、今後の内水対
策についての検討と今年度に各機関にて実施された事
業について報告が行われ、浸水被害の軽減や対策に向け
た流域治水に関する協議や竜野川特定都市河川指定に
ついての協議が行われました。

浸水被害を防ぐために
第5回「緑川竜野川内水対策会議」
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こうさの旬な情報を発信！

　2月15日（土）、甲佐町で最も早く発足した宮内地
区社会福祉協議会の25周年を記念してグラウンドゴ
ルフ大会が開催され、地域住民が交流を深めました。
　続く第二部では、「宮内のむか〜し昔のあれこれ」
と題し、地区に伝わる民話の朗読と、それにまつわる
解説が住民によって発表されました。民話の朗読は、
地域に暮らす小学生3人が担当し、温かみのある語り
口で会場を魅了しました。甲佐神社の赤星宮司からは、
神社の成り立ちについてのお話があり、地域の文化や
歴史への理解を深める貴重な機会となりました。
　式典で甲斐町長は「歴代会長を中心に、長年にわた
り活動を継続されてきたことに、心から感謝と敬意を
表します。少子高齢化が進む本町において、社会福祉
協議会の果たす役割は大きく、今後も宮内地区の皆様
が生きがいを持ち、楽しく生活できる環境づくりに尽
力していただきたい」と挨拶しました。

地域住民を支えて25年
宮内地区社会福祉協議会２５周年記念式典

▲多くの屋台と来場者で賑わいをみせる商店街

　３月９日（日）、甲佐町商店街を会場に、第354回甲
佐町初市が開催されました。春の訪れを知らせる伝統の
行事は、甲佐町商工会が主催。会場には苗木や花苗など
の植木市のほか、露店などが立ち並び、商工会青年部に
よる甘酒まんじゅうと肉まんの販売や、女性部によるぜ
んざいとぶた汁の販売も行われ行列ができるなど、活気
にあふれた一日となりました。

春の訪れを告げる伝統行事
「第３５４回甲佐町初市」

▲観光パンフレットを使って町の PR を行う職員

３月9日（日）、阿蘇くまもと空港「そらよかエリ
ア」で「熊本どまんなかフェア」が開催され、甲佐町
を含む上益城地域と宇城地域の県央市町が出展しまし
た。同フェアは県央地域の交流人口を拡大させる取組
みとして開催され、本町はパンフレット配布やアン
ケートを実施し、町の PR を行い、県内外から訪れた
多くの来場者に町の魅力を発信しました。

県央地域の魅力を PR
熊本どまんなかフェアが開催

▲（写真上）多くの地域住民が式典に参加
　  （写真下）民話を朗読する小学生たち
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　令和７年度の姿勢改善ヨガ教室のご案
内です。心身ともにリフレッシュできる
姿勢改善ヨガで健康と美を手に入れませ
んか？
　参加をご希望の方は、電話にて予約を

お願いいたしま
す。定員になり
次第、受付を終
了させていただ
きますので、早
めにお申し込み
ください。

●姿勢改善チェアヨガ
　椅子を使ったヨガ教室。初心者の方も
大歓迎です。
▶毎月第2・第4土曜日
　午前10時30分から午前11時30分
　定員10名　参加料550円
●大人のための姿勢改善ヨガ
　マットを使用したヨガ教室です。『体
幹筋力』や『バランス能力』を向上させ
ながら、姿勢を整えていきます。
▶毎月第２・第４土曜日
　午後１時から午後２時
　店員１０名　参加料550円

Health
出口　萌 さん

（ 保健師 ）健康だより
運動習慣を身につけましょう

那須 賢志さん
〔健康運動指導士〕

今月の講師

●お問い合わせ先
　甲佐町フィットネスセンター
　（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8712

▲ヨガで姿勢を改善して、心身ともにリフレッ
シュしましょう

Fitness

甲佐町フィットネスセンター

背筋ピン！姿勢改善ヨガで健康美へ

今月の紹介者

　忙しい日々の中で運動をする時間がとれない、または
運動が苦手という方は少なくありません。しかし、運動
は少しの工夫で始めることができ、続けることで心と身
体の健康に大きな効果をもたらします。
●運動のメリット
　運動を習慣にすることで体力や筋力が向上し、ストレ
ス軽減にもつながります。また、血糖値や血圧を安定させ、
肥満や糖尿病、高血圧などのリスクを減らすことができ
るなど生活習慣病の予防にも役立つので、長期的な健康
を守ることに繋がります。
●簡単な運動から始めましょう
　まずは無理のない範囲からスタートしましょう。おす
すめは日常生活に運動をとり入れることです。例えば、
徒歩や自転車で移動をする、通勤・通学の際に少し遠回
りをして歩く、エレベーターではなく階段を使う、昼休
みに軽く散歩をするなど、日々のちょっとした工夫で運
動量を増やすことができます。また、10分程度の軽い
ウォーキングやストレッチから始めてみるのも良い方法
です。ウォーキングは心肺機能の向上に効果的で、スト
レッチは柔軟性を向上させ、怪我の予防にもつながります。
慣れてきたら少しずつ時間を増やしたり強度を上げてい
きましょう。

●続けるためのコツ
運動は楽しみながらすることで続けることができます。

好きな音楽を聴きながら歩いたり、友達と一緒に運動す
ることで気持ちよく続けられます。最初は10分の運動か
らスタートして、少しずつ時間を増やしていきましょう。
さらに、運動の成果を実感できるとモチベーションが続
きやすくなります。例えば、目標を立てて、毎日歩いた
歩数を記録して達成感を味わうのも一つの方法です。また、
アプリやウェアラブルデバイスを活用して運動量を数値
化することで、目に見える形で確認でき続けやすくなり
ます。
　運動は大きな時間を取らなくても生活の中にとり入れ
ることができます。毎日少しずつ運動を習慣にして、心
と身体の健康を守りましょう !

●お問い合わせ先
　甲佐町健康推進課
　（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8711
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月　日 当番医 電話番号

４月６日 小 屋 迫 病 院 096-234-0165

４月13日 甲佐眼科クリニック 096-235-5600

４月20日 谷 田 病 院 096-234-1248

４月27日 甲佐眼科クリニック 096-235-5600

●日程は変更になる場合があります。最新情報は町公式ウェブサイトなどをご確認ください

池上　魁
か い と

人 ちゃん（２歳）
　父・忍 さん
　母・梓花 さん　（西寒野区）

　お散歩大好きっ！！
　　　寒さなんてへっちゃらーっ

４か月児健診

　　４月24日（木）　午前10時

　　５月15日（木）　午前10時

７か月児健診

　　４月24日（木）　午前9時30分

　　５月15日（木）　午前9時30分

１１か月児健診

　４月24日（木）　午前９時

　５月15日（木）　午前９時

１歳６か月児健診

　５月13日（火）　午後１時

すくすく２歳児子育て相談

　４月25日（金）　午前９時20分

３歳児健診

　５月13日（火）　午後１時10分

４月・５月の保健活動 ●会場　町総合保健福祉センター

スマイル
Smile

 赤ちゃんの笑顔
 募集中！
　未就学児のお子さんの
　笑顔を広報紙に掲載しま

せんか？応募期限は
　毎月７日まで。
　ご応募お待ち
　しています▶

　■お問い合わせ先
　　町企画課
　　☎096-234-1115

わが家の「笑顔」を紹介します

●　４月の子育て支援カレンダー ●休日当番医

●休日当番薬局

●甲佐町子育て支援センター（竜野保育園内）  ☎096-234-0305

２日（水） 　開所日　身体測定 ( 身長・体重 )
４日（金） 　お人形遊び
７日（月） 　お散歩
９日（水） 　手形・足形
11日（金） 　シール遊び
14日（月） 　牛を見に行こう
16日（水） 　おやつ作り（要予約）
18日（金） 　鯉のぼり作り
21日（月） 　園庭遊び
23日（水） 　タオル遊び
25日（金） 　 風船遊び
28日（月） 　 砂場遊び
30日（水） 　製作

 育児相談（電話・面接）　 月〜金曜日　午前９時30分〜午後４時

 体験保育　 月・水・金曜日　午前９時30分〜正午

月　日 当番医 電話番号

４月６日 甲 佐 薬 局 096-234-3876

４月13日 甲 佐 薬 局 096-234-3876

４月20日 コ ー セ イ 薬 局 096-234-1491

４月27日 甲 佐 薬 局 096-234-3876

※健診などの日時は変更となる場合があります。
　　　対象の方に個別にお送りする通知を必ずご確認ください。
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午
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～
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し
の
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や
（
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習
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ー
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室
内
）

はるさんは、村で一番若いおばあさん。
山の谷の小さな村にはもう、10 人のお
ばあさんしか住んでいません。おばあさ
んたちは話し合い、1000 本の桜を植え
ることに…。過疎の村が時を経て生まれ
変わるまでを優しく描く絵本です。

ゴミ散乱事件、ロッカーの中身移動事件、
生徒失踪事件…。高等支援学校に入学し
た 15 歳の青崎架月は、初めてできた友
人たちと学校生活の中で出合った 3 つ
の謎に挑む。彼らの日常と謎解きが静か
な感動を呼ぶ、連作学園ミステリです。

工事現場で働くショベルカー。どうやっ
て大きな腕を動かすの ? どのくらい土を
すくえるの？ショベルカーの一日を追い
かけ、その役割や仕組み、整備工場や運
転手さんのお仕事についても紹介。ショ
ベルカー博士になれる絵本です。

帰宅すると、自宅で見知らぬ男が死んで
いた。あとから帰宅した妻も誰だかわか
らないというが…。物語のラストでこれ
までの景色が一変する「どんでん返し」
の短編集。衝撃の事実やまさかの展開に
引き寄せられる一冊です。

1 日 3 分、楽しみながらクイズを解く
ことで「まなびの土台」となるさまざま
な力が育つ！動物・植物・食べ物・行事・
お作法など、子どもの好奇心を刺激する
全 20 ジャンル、366 問の 3 択クイズ
を収録。大人も楽しめる１冊です。

小説 児童書

藍を継ぐ海
　伊与原 新 著／新潮社

はるさんと1000本のさくら
ただ のぶこ 作／中央公論新社

僕たちの青春はちょっとだけ特別
　雨井 湖音 著／東京創元社

その嘘を、なかったことには
　水生 大海 著／双葉社

ショベルカーごあんぜんに！
　はっとり ひろき 作／交通新聞社

もっとまいにち知育クイズ366
高濱 正伸 監修／日本図書センター

新着図書紹介

町生涯学習センター・図書室

☎ 096-234-2447（内線331）

■開館時間　午前９時～午後５時

■休館日　　毎週火曜
　　　　　　年末年始

■貸出冊数　１人５冊まで

■貸出期間　15日間

ウミガメの卵を孵化させ、ひとりで育て
ようとする中学生。奈良の山奥でニホン
オオカミに出会う Web デザイナー…。
科学だけが気づかせてくれる大切な未来
を描いた、心揺さぶられる 5 つの物語。
第 172 回直木賞受賞作品です。

図
書
室

行
こ
う
へ

▲新入学のみなさんにお勧めのコーナー
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私
た
ち
の
社
会
に
は
、
長
い
間
「
男
だ
か

ら
」「
女
だ
か
ら
」
と
い
っ
た
固
定
観
念
に

基
づ
く
差
別
が
存
在
し
て
き
ま
し
た
。
例
え

ば
、
男
性
が
職
場
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
女
性
は
家

庭
を
守
る
役
割
を
担
う
べ
き
だ
と
い
う
考
え

方
が
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

固
定
観
念
は
、
男
女
の
能
力
や
可
能
性
を
狭

め
る
要
因
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
は
、
性
別
に
関
係
な

く
、
す
べ
て
の
人
が
平
等
な
権
利
と
機
会
を

享
受
で
き
る
状
態
を
指
し
ま
す
。
こ
れ
は
女

性
の
権
利
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
男
性
や
そ

の
他
の
性
別
の
人
々
に
も
関
わ
る
重
要
な
課

題
で
す
。
国
際
的
に
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
特
に
、
国
連
が
提
唱
す
る
持
続
可

能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
で
は
、「
目

標
５
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
」

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標
は
、
す

べ
て
の
女
性
と
女
児
の
権
利
を
確
保
し
、
あ

ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
や
暴
力
を
根
絶
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
世
界
各
国
で
は
、

教
育
や
医
療
、
経
済
活
動
へ
の
参
加
を
促
進

す
る
た
め
の
政
策
が
進
め
ら
れ
、
女
性
の
地

位
向
上
に
向
け
た
具
体
的
な
施
策
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
で
は
い
ま
だ

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
指
数
が
低
い
こ
と
が
問
題

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
際
的
な
ラ
ン
キ
ン
グ

で
は
、
日
本
は
１
４
８
ヵ
国
中
１
１
８
位
と

先
進
国
の
中
で
も
特
に
低
く
、
男
女
間
の
賃

金
格
差
や
政
治
参
加
の
割
合
な
ど
、
多
く
の

課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
私
た
ち
個
人
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
け
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
自
分
自
身
の

意
識
を
見
直
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
先
入
観

を
捨
て
、
性
別
に
関
係
な
く
人
々
を
評
価
す

る
姿
勢
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
周
囲
の

人
々
に
も
こ
の
意
識
を
広
め
る
た
め
に
対
話

を
重
ね
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
さ
ら
に
、
職

場
や
地
域
社
会
で
も
多
様
性
を
尊
重
し
、
性

別
問
わ
ず
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る

環
境
作
り
に
貢
献
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

に
つ
い
て
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
で
、
よ
り

良
い
社
会
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
共
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

町
社
会
教
育
課

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
4
４
７

人
権
～
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
～

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
考
え
よ
う

　１月22日（水）、町生涯学習センター研修室にて公民館主催講
座ステップアップ講座「セルフハンドトリートメント講座」を開
催し、9名が受講しました。介護福祉士の資格を持つ講師の神山
晴佳さん（宇城市）が、腕や手を自分で揉んだり押したりするこ
とで、血行促進やリラックス効果が得られる「セルフハンドト
リートメント」を紹介。受講者は、健康美容体操で全身をほぐし
た後、皮膚の構造を学んだり、張り付けて肌の状態を確認できる
チェックシートなどを体験。その後、神山さんから説明を受けな
がら、自分の腕や手を念入りにほぐし、ケア前後の手の輝きや血
行の良さを見比べてケアの大事さを学びました。
　4月に新しく公民館自主講座「介護美容講座」を開設しました。
美容要素を取り入れた健康美容体操を中心にハンド、フェイシャ
ル、フットケア、創作レクなどの内容で開催されますので、ぜひ
ご参加ください。詳しくは、４月に配布します受講生募集のチラ
シをご覧いただくか、公民館事務局までお問い合わせください。

公民館主催講座ステップアップ講座
セルフハンドトリートメント講座を開催

　町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ
　「公民館自主講座学習発表会」

●日　　時 ４月 19 日（土）午前９時 30 分～
●場　　所　町生涯学習センター・ホールおよびギャラリーモール

　　新しいことを始めたい方、趣味を見つけたい方にぜひご覧いただきた
　　い発表会です。お友達などお誘いあわせのうえご来場ください。

community learning center

■お問い合わせ先
町教育委員会公民館事務局
☎096-234-2447（内線321）

▲講師の神山さんからハンドトリートメントのコツを学ぶ受講生
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官
民
連
携
で
事
業
承
継
を
促
進

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す

２
月
８
日（
土
）、９
日（
日
）の
２
日
間
、

嘉
島
町
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
で
上
益
城

地
域
の
特
産
品
や
店
舗
が
軒
を
連
ね
た
販

売
会
「
か
み
ま
し
き
マ
ル
シ
ェ
２
０
２
５
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
、

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
な
が
ら
も
都
市
圏

に
近
い
「
ち
ょ
う
ど
い
い
田
舎
・
上
益
城
」

を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
上
益
城
地
域
観
光
推
進

協
議
会
が
主
催
。
参
加
し
た
甲
佐
高
校
生

が
同
イ
ベ
ン
ト
の
販
売
ブ
ー
ス
や
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
で
、
高
校
や
町
の
魅
力
を
発

信
し
ま
し
た
。

高
校
の
魅
力
発
信
に
加
え
、
校
外
活
動

を
行
う
こ
と
で
思
考
力
、
判
断
力
を
養
い
、

主
体
的
、
協
働
的
、
対
話
的
な
学
び
を
実

践
す
る
機
会
と
す
る
こ
と
が
目
的
で
今
回

の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

１
日
目
に
は
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、甲
佐
高
校
音
楽
部
と
有
志「
寄
せ
鍋
」

が
バ
ン
ド
演
奏
を
行
い
、
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

ま
た
、
販
売
ブ
ー
ス
で
は
、
甲
佐
高
校

生
が
地
域
企
業
と
共
同
開
発
し
た
「
ニ
ラ

み
そ
あ
ら
れ
」
を
１
日
１
０
０
個
ず
つ
販

売
し
、
２
日
間
で
２
０
０
個
全
て
完
売
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
来
場
者
に
は
甲

佐
高
校
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
こ
う
さ
お
く

ん
、
こ
う
さ
み
ち
ゃ
ん
」
の
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
を
配
布
し
て
高
校
の
紹
介
を
行
う
な

ど
、
充
実
し
た
活
動
が
で
き
ま
し
た
。

甲
佐
高
校
生
が
か
み
ま
し
き
マ
ル
シ
ェ
に

参

加

し

て

魅

力

発

信

▲甲佐高校の販売ブースでの一枚（上）と
　演奏でステージを盛り上げる「寄せ鍋」（下）

甲佐高校ホームページでも
高校ライフを発信中です▶

魅力発信！甲佐高校通信   vol. 25

Town Development
甲佐のまちづくり

  県立甲佐高校（甲佐町横田 327）　☎ 096-234-0041

連携を締結した５者

甲佐町商工会：会長　中村幸男
熊本県商工会連合会：会長　笠愛一郎

　㈱日本政策金融公庫
　熊本支店：支店長　中澤勝美
　㈱肥後銀行甲佐支店：支店長　高島英寿
　甲佐町：町長　甲斐高士

３
月
14
日
（
金
）、
町
商
工
会
に
て
、

甲
佐
町
商
工
会
、
熊
本
県
商
工
会
連

合
会
、
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公

庫
熊
本
支
店
、
株
式
会
社
肥
後
銀
行

甲
佐
支
店
、
甲
佐
町
の
計
５
者
に
よ

る
「
甲
佐
町
事
業
承
継
連
携
支
援
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
締
結
は
、
県
内
で
10
例

目
で
あ
り
、
上
益
城
地
域
で
は
初
の

試
み
と
な
り
ま
す
。

地
方
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
を
原
因
と
し
た
廃
業
が
増
加

す
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
甲
佐
町

に
お
い
て
も
、
昔
か
ら
地
域
で
親
し

ま
れ
て
き
た
事
業
の
廃
業
が
増
え
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
消

す
る
た
め
、
連
携
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ

の
強
み
を
活
か
し
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
欠
か
せ
な
い
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

町
に
お
け
る
企
業
の
事
業
承
継
を
促

進
し
、
廃
業
に
よ
る
経
済
的
・
社
会

的
損
失
を
防
ぎ
、
地
域
経
済
の
活
性

化
と
雇
用
の
維
持
拡
大
を
図
り
ま
す
。

今
回
協
定
を
締
結
し
た
団
体
と
連

携
す
る
こ
と
で
、
後
継
者
不
足
に
悩

む
地
域
事
業
者
の
掘
り
起
こ
し
、
事

業
承
継
に
関
す
る
相
談
対
応
な
ど
、

地
域
一
丸
と
な
っ
た
支
援
体
制
の
構

築
を
目
指
し
ま
す
。
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　　　　　　　　　　　　　　　　※ カッコ内は担当課
　　　　　　　　　　　　　　　　※ やむを得ず中止・延期になる場合があります。

R7.4 甲佐町イベントカレンダー ◀詳細はウェブサイト
　でご確認くさだい。

日 月 火 水 木 金 土
3/30 3/31

納期限
 夜間窓口　　　

（町税務課）

1 2
行政区配達 
 （町総務課）

3
 消費生活相談

（老人いこいの家）

4 5

6 7
法律・人権・行政相談 

（町福祉課 )

8 9
小中学校入学式

マイナンバーカード
 夜間窓口（要予約）
 （町住民生活課）

10
 消費生活相談

（老人いこいの家）

11 12

13 14
  

15
行政区配達 

 （町総務課）

16
 認知症についての
 相談会
 （町福祉課）

17
 消費生活相談
 （老人いこいの家）

18 19

20 21
心配ごと相談 

 （町福祉課）

22 23
 マイナンバーカード
 夜間窓口（要予約）
 （町住民生活課）

24
消費生活相談
 （老人いこいの家）

４か月・７か月・
 11ヶ月児健診

（町健康推進課）

25
すくすく2歳児

 子育て相談
（町健康推進課）

26

27 28
 口座振替日
 （町税務課）

29
「緑川の日2025」
 の一斉清掃
 （町環境衛生課）

30
納期限

 夜間窓口 
 （町税務課）

5/1

行政区配達 
 （町総務課）
 消費生活相談

（老人いこいの家）

5/2 5/3
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■
令
和
７
年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
１
人
あ
た
り
の
保

険
料
は
、
皆
さ
ん
が
均
等
に
負
担
す
る
「
均

等
割
額
」
と
個
人
の
所
得
に
応
じ
る
「
所
得

割
額
」
の
合
計
で
算
出
し
て
い
ま
す
。
上
限

額
は
80
万
円
で
す
。

▼
均
等
割
額

年
額
５
万
８
０
０
０
円

▼
所
得
割
額

総
所
得
金
額
等
（
基
礎
控
除
後
）
×

10
・
98
％

■
保
険
料
の
軽
減
に
つ
い
て

所
得
が
低
い
人
は
、
保
険
料
の
均
等
割
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
均
等
割
額
の
軽
減
に
つ

い
て
は
、
世
帯
（
被
保
険
者
全
員
と
世
帯

主
）
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
で
判
定
し

ま
す
。

▼
均
等
割
額
の
軽
減
割
合
と
対
象
世
帯

●
７
割
軽
減

43
万
円
＋
（
10
万
円
×
「
給
与
・
年
金
所

得
者
の
数
か
ら
１
を
減
し
た
数
」）
以
下
と

な
る
世
帯

●
５
割
軽
減

43
万
円
＋
「
30
万
５
０
０
０
円
×
世
帯
の

被
保
険
者
数
」
＋
（
10
万
円
×
「
給
与
・
年

金
所
得
者
の
数
か
ら
１
を
減
し
た
数
」）
以

下
と
な
る
世
帯

●
２
割
軽
減

43
万
円
＋
「
56
万
円
×
世
帯
の
被
保
険
者

数｣
＋
（
10
万
円
×
「
給
与
・
年
金
所
得
者

の
数
か
ら
１
を
減
し
た
数
」）
以
下
と
な
る

世
帯

※
「
給
与
・
年
金
所
得
者
の
数
」
と
は
給
与

収
入
が
55
万
円
超
ま
た
は
年
金
収
入
が

１
２
５
万
円
超
（
65
歳
未
満
の
場
合
は
年
金

収
入
が
60
万
円
超
）
の
合
計
人
数

●
被
扶
養
者
軽
減
（
被
用
者
保
険
加
入
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
た
人
の
軽
減
）

制
度
加
入
の
月
か
ら
２
年
間
は
均
等
割
額

が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。（
所
得
割
額
は

か
か
り
ま
せ
ん
）

■
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
を
ご
確
認
を

４
月
か
ら
令
和
７
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。

仮
徴
収
と
は
、
本
年
度
の
保
険
料
額
が
決

定
す
る
７
月
よ
り
前
に
、
仮
の
金
額
と
し
て

年
金
か
ら
徴
収
す
る
も
の
で
す
。
前
回
徴
収

し
た
保
険
料
額
を
基
準
と
し
て
、
４・
６・
８

月
の
年
金
か
ら
仮
徴
収
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
「
後
期
高
齢
者
医
療
仮
徴
収

保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

仮
徴
収
保
険
料
額
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
治
療
券

町
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
を

対
象
に
、
あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
の
治
療

を
受
け
る
場
合
に
利
用
で
き
る
治
療
券
（
１

人
あ
た
り
１
０
０
０
円
の
５
枚
）
を
発
行
し

て
い
ま
す
。
治
療
券
は
、
町
と
協
定
を
結
ん

で
い
る
施
術
院
で
使
用
で
き
ま
す
。
必
要
な

人
は
、「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」

等
を
準
備
し
、
町
住
民
生
活
課
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限

令
和
８
年
３
月
31
日
（
火
）

■
医
療
機
関
の
適
正
な
受
診
な
ど
に
つ
い
て

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き
は
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
重
複
受
診
を
や
め
ま
し
ょ
う

重
複
受
診
と
は
、
同
じ
病
気
で
同
時
期

に
複
数
の
医
療
機
関
に
か
か
る
こ
と
で
す
。

受
診
の
た
び
に
初
診
料
が
必
要
で
、
医
療
費

が
高
額
に
な
り
、
検
査
や
投
薬
を
繰
り
返
す

た
め
体
に
負
担
も
か
か
り
ま
す
。

▼
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

休
日
や
夜
間
な
ど
の
診
療
時
間
外
の
受
診

は
、
重
症
患
者
の
受
け
入
れ
に
影
響
す
る
ほ

か
、
医
師
や
看
護
師
の
疲
弊
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
本
当
に
必
要
な
人
が
必
要
な
時
に
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
緊
急
時
以
外
は
平
日

の
診
療
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

か
か
り
つ
け
医
と
は
、
あ
な
た
の
健
康
状
態

を
把
握
し
て
、
健
康
管
理
全
般
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
す
る
医
師
の
こ
と
で
す
。
か
か
り
つ
け
医
を

持
て
ば
、
い
ざ
と
い
う
と
き
も
安
心
で
す
。

▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）

は
新
薬
と
同
じ
有
効
成
分
を
使
っ
て
お
り
、

価
格
も
安
く
済
み
、
安
全
性
も
効
き
目
も
立

証
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
薬
の
も
ら
い
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

一
度
に
多
く
の
種
類
の
薬
を
飲
む
と
、
薬

本
来
の
効
果
が
出
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
重

い
副
作
用
や
症
状
が
悪
化
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
複
数
の
医
療
機
関
に
通
院
中
の
場
合

は
、「
お
薬
手
帳
」
を
１
冊
に
ま
と
め
、
受

診
時
に
必
ず
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

町
住
民
生
活
課

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

令 和 ７ 年 度 後 期 高 齢 者
医 療 保 険 の お 知 ら せ

詳しくは町住民生活課におたずねください

町からのお知らせ

16広報 こうさ 2025.4



町からのお知らせ

国
民
年
金
保
険
料
の
産
前
産
後
期
間
の
免
除
制
度
に
つ
い
て

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が
出
産
の
際

に
、
出
産
前
後
の
一
定
期
間
の
国
民
年
金
保

険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
期
間

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月

の
前
月
か
ら
４
カ
月
間
（
以
下
「
産
前
産
後

期
間
」
と
い
う
）
の
国
民
年
金
保
険
料
が
、

申
請
に
よ
り
免
除
さ
れ
ま
す
。
産
前
産
後
期

間
と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
年
金
額
を
計
算

す
る
際
に
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
し
て
扱

わ
れ
ま
す
。

な
お
、
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
出
産
予
定
日

ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
３
カ
月
前
か

ら
６
カ
月
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
カ
月
）
以
上

の
出
産
を
い
い
、
死
産
、
流
産
、
早
産
の

場
合
を
含
み
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
人

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

▼
申
請
方
法

申
請
書
類
は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
町
住

民
生
活
課
の
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら
提
出
可
能

で
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

●
出
産
前
に
申
請
す
る
場
合

母
子
健
康
手
帳
な
ど
出
産
予
定
日
お
よ
び

胎
児
数
が
確
認
で
き
る
も
の

●
出
産
後
に
申
請
す
る
場
合

町
で
出
産
日
な
ど
が
確
認
で
き
る
人
は
申

請
不
要
で
す
。（
被
保
険
者
と
子
が
別
世

帯
で
あ
る
場
合
を
除
く
）

●
死
産
な
ど
に
よ
り
申
請
す
る
場
合

死
胎
埋
火
葬
許
可
証
や
医
師
な
ど
が
作
成

し
た
死
産
証
明
書
な
ど
分
娩
日
お
よ
び
胎

児
数
が
確
認
で
き
る
も
の

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

町
住
民
生
活
課

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

今
年
度
の
健
診
の
申
し
込
み
は
４
月
21
日
（
月
）
ま
で

■
健
診
の
申
し
込
み
は

４
月
21
日
（
月
）
ま
で

町
で
は
、
令
和
７
年
度
の
健
診
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

各
健
診
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
４
月

21
日
（
月
）
ま
で
に
「
健
診
希
望
調
査
票
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
返
信
用
封
筒
に

入
れ
て
お
近
く
の
郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
節
目
健
診

●
期
間

６
月
～
12
月

●
場
所

日
本
赤
十
字
社
熊
本
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
、
高
野
病
院
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者

令
和
８
年
４
月
１
日
現
在
で

35
歳
・
40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・
60
歳

を
迎
え
る
町
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

▼
特
定
健
診
・
若
者
健
診
・
が
ん
検
診

（
７
月
集
団
健
診
）

●
期
間

７
月
１
日
（
火
）
～
６
日
（
日
）

●
場
所

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者

20
歳
～
74
歳
の
町
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
、
40
歳
～
74
歳
の
社
会
保
険

被
扶
養
者
等
も
受
診
可

▼
後
期
高
齢
者
健
診
・
が
ん
検
診

（
８
月
集
団
健
診
）

●
期
間

８
月
21
日
（
木
）
～
25
日
（
月
）

●
場
所

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

被
保
険
者

▼
が
ん
検
診
（
12
月
集
団
検
診
）

●
期
間

11
月
29
日
（
土
）
～
12
月
３
日
（
水
）

●
場
所

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者

20
歳
以
上
の
女
性
お
よ
び
40
歳

以
上
の
男
性

健
診
・
検
診
の
詳
細
は
、
各
世
帯
に
郵
送

す
る
「
甲
佐
町
健
診
の
お
知
ら
せ
」
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
健
康
推
進
課

（
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

・
町
住
民
生
活
課

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

町 の 健 診 を 受 け て 身 体 の
状態をチェックしましょう

申 込 み は 町 健 康 推 進 課 ま で

I n f o r m a t i o n

詳 し く は 町 住 民 生 活 課 に お た ず ね く だ さ い

産 前 産 後 期 間 は 国 民
年 金 保 険 料 が 免 除 に
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お
知
ら
せ

令
和
６
年
度
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
給
付
金
の
お
知
ら
せ

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等
の
物
価

高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、
国
の
重

点
支
援
地
方
交
付
金
を
活
用
し
、
令
和
６

年
度
住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯
に
対
し

て
、
１
世
帯
当
た
り
３
万
円
の
給
付
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
上
記
に
該
当
す
る
子

育
て
世
帯
に
、
世
帯
内
で
扶
養
さ
れ
て
い

る
18
歳
以
下
の
児
童
１
人
あ
た
り
２
万
円

を
加
算
給
付
し
ま
す
。

▼
対
象
世
帯

令
和
６
年
12
月
13
日
（
基
準
日
）
時
点

に
お
い
て
甲
佐
町
に
住
民
登
録
が
あ
る

世
帯
で
、
世
帯
全
員
が
令
和
６
年
度
住

民
税
均
等
割
非
課
税
で
あ
る
世
帯
。
ま

た
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

は
、
児
童
１
人
当
た
り
２
万
円
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

①
給
付
金
対
象
世
帯
に
お
い
て
、
同
一
世

帯
と
な
っ
て
い
る
18
歳
以
下
の
児
童
（
平

成
18
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児

童
）
が
含
ま
れ
る
世
帯

②
令
和
６
年
12
月
14
日
以
降
に
生
ま
れ
た

児
童
や
、
基
準
日
時
点
で
別
世
帯
で
あ
る

が
扶
養
し
て
い
る
児
童
も
対
象
と
な
り
ま

す
。こ
の
場
合
は
別
に
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
支
給
額

・
１
世
帯
あ
た
り
３
万
円

・
児
童
１
人
あ
た
り
２
万
円

▼
手
続
き
に
つ
い
て

①
「
支
給
の
お
知
ら
せ
」
が
届
い
た
世
帯

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
「
支
給
要
件
確
認
書
」
が
届
い
た
世
帯

必
要
事
項
の
記
入
お
よ
び
必
要
書
類
を

添
付
し
て
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

③
令
和
６
年
１
月
２
日
以
降
に
甲
佐
町
に

転
入
さ
れ
た
人
が
い
る
世
帯
で
、
住
民

税
の
課
税
状
況
が
確
認
で
き
な
い
世
帯

申
請
が
必
要
で
す
。
転
入
前
の
自
治
体

で
取
得
し
た
令
和
６
年
度
の
課
税
証
明
書

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
返
送
・
申
請
期
限

令
和
７
年
７
月
31
日
（
木
）
必
着

※
詳
細
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

町
福
祉
課

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

耕
作
放
棄
地
活
用
事
業

補

助

金

に

つ

い

て

町
で
は
、
耕
作
放
棄
地
を
解
消
し
、
農

地
の
保
全
や
作
付
け
を
再
開
さ
れ
る
人
の

支
援
策
と
し
て
、
耕
作
放
棄
地
活
用
事
業

に
係
る
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
農

地
の
再
生
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
対
象
経
費

耕
作
放
棄
地
解
消
に
係
る
整
備
費
用

▼
補
助
金
額

①
農
地
の
保
全
の
み
の
場
合

２
万
円
（
10
ａ
あ
た
り
）

②
販
売
の
た
め
の
作
物
を
植
え
る
場
合

４
万
円
（
10
ａ
あ
た
り
）

※
５
年
間
の
農
地
保
全
か
作
付
け
を
行
う

こ
と
が
交
付
の
条
件
と
な
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

町
農
政
課

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

令
和
７
年
４
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当
の

額
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
児
童
扶
養
手

当
と
は
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
な
い
子
ど
も
が
育
成
さ
れ
る
家
庭

（
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
）
の
生
活
の
安
定

と
自
立
の
促
進
に
役
立
て
、
子
ど
も
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
令
和
７
年
度
に
お

け
る
月
額
の
手
当
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

くらしの情報
  LOCAL NEWS ＆
  LOCAL INFORMATION

❖ イベント等の開催に関する詳細は
　 各問い合わせ先にご確認ください

お問い合わせ先一覧
❖ 甲佐町役場
　 096-234-1111（代表）

❖ 甲佐町保健福祉センター
　 096-235-8711

❖ 甲佐町教育委員会
　（町生涯学習センター）
　 096-234-2447

❖ 水道管理センター
　 096-234-0755

❖ 町民センター
　 096-234-2459

❖ 老人憩いの家
　（( 社 )甲佐町社会福祉協議会）
　 096-234-0423

❖ 御船町甲佐町衛生施設組合
　（クリーンセンター）
　 096-282-0688

❖ 上益城消防署
　 096-282-1955

❖ 御船警察署
　 096-282-1110

❖ 上益城広域連合
　 096-237-2891

❖ 県上益城地域振興局
　 096-282-2111（代表）

❖ 県御船保健所
　 096-282-0016

❖ 県庁
　 096-383-1111（代表）

児
童
扶
養
手
当
の
額
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
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▼
対
象
児
童
が
１
人
の
と
き

・
全
部
支
給
さ
れ
る
場
合

４
万
６
６
９
０
円

・
一
部
支
給
さ
れ
る
場
合

４
万
６
６
８
０
円
～
１
万
１
０
１
０
円

▼
対
象
児
童
が
２
人
以
上
の
と
き
（
加
算

額
）

・
全
部
支
給
さ
れ
る
場
合

１
万
１
０
３
０
円
（
月
額
）

・
一
部
支
給
さ
れ
る
場
合

１
万
１
０
２
０
円
～
５
５
２
０
円

※
児
童
扶
養
手
当
は
所
得
に
よ
る
支
給
制　
　

限
が
あ
り
ま
す
。

申
請
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、
町

福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

町
福
祉
課

☎
０
9
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

町
で
は
、
甲
佐
町
内
に
住
ん
で
い
る
高

校
生
ま
た
は
甲
佐
高
校
生
に
対
す
る
支
援

と
し
て
、
路
線
バ
ス
の
通
学
用
定
期
券
を

購
入
す
る
際
に
５
割
（
千
円
未
満
の
端
数

切
り
捨
て
）
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
者
お
よ
び
期
間
等

●
甲
佐
町
に
住
所
を
有
し
、
高
等
学
校
に
通

学
し
て
い
る
生
徒
に
つ
い
て
は
、
利
用
期

間
が
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
８
年

３
月
31
日
ま
で
の
路
線
バ
ス
通
学
用
定
期
券

●
甲
佐
高
等
学
校
に
通
学
し
て
い
る
生
徒

に
つ
い
て
は
、
利
用
期
間
が
令
和
７
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３
月
31
日
ま

で
の
熊
本
バ
ス
（
株
）
が
発
行
す
る
通

学
用
定
期
券

▼
申
請
方
法

在
校
生
は
高
校
が
発
行
し
た
在
学
証
明

書
、
新
入
生
は
合
格
証
書
、
受
検
票
な

ど
を
持
参
の
う
え
、
町
企
画
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
定
期
券
を
購
入
す
る
前
に
、
必
ず
町
へ

交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
か
ら
交
付
決
定
、
定
期
券
購
入
な

ど
の
詳
し
い
流
れ
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
町
企
画

課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

町
企
画
課

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
５

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
、
65
歳
以
上

の
人
な
ど
を
対
象
に
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
の
定
期
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

▼
対
象
者

・
年
度
内
に
65
歳
を
迎
え
る
人

・
60
～
64
歳
で
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
機
能
の
障
害
が
あ
り
、

日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
人

※
令
和
７
年
度
か
ら
５
年
間
の
経
過
措
置

と
し
て
、
そ
の
年
度
に
70
、
75
、
80
、

85
、
90
、
95
、

100
歳
に
な
る
人
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

※
令
和
７
年
度
に
限
り
、

100
歳
以
上
の
人

は
全
員
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
、
回
数
、
接
種
料
金

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
２
種
類
あ
り
ま
す
。

・
生
ワ
ク
チ
ン
（
１
回
接
種
）

３
５
０
０
円

・
組
換
え
ワ
ク
チ
ン
（
２
回
接
種
）

１
回
あ
た
り
９
０
０
０
円

※
町
外
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合
は
料

金
が
異
な
り
ま
す
。

▼
町
内
実
施
医
療
機
関

荒
瀬
病
院

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
１

小
屋
迫
医
院

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
１
６
５

谷
田
病
院

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
２
４
８

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
送
り
す
る
配
布

文
書
や
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

町
健
康
推
進
課

☎
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

くらしの情報

町税などの滞納処分（２月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ０件

差 し 押 さ え 件 数 ５件

公 売 回 数 ０回

公 売 件 数 ０件

滞納処分関連収入 146,774円

tax

事件・ 事 故 件 数

種　別 発生件数
２月 年累計

人 身 事 故 ２ ３

物 損 事 故 16 29

盗 難 な ど ０ 0

２月28日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ４ +１

原 野 14 +２

そ の 他 14 +２

合 計 件 数 32 +５
３月15日現在

fire prevention

路
線
バ
ス
の
高
校
生
通
学
用
定
期
券

補
助
申
請
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

定
期
接
種
化
に
つ
い
て

◀
町
内
在
住
の
高
校
生
向
け
（
上
）

甲
佐
高
校
生
向
け
（
下
）
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お
知
ら
せ

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
安
全
確
保
を

支

援

し

て

い

ま

す

町
で
は
、
歩
行
者
の
安
全
と
避
難
路
を

確
保
す
る
た
め
、
道
路
に
面
し
て
い
る
倒

壊
の
危
険
性
が
高
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤

去
お
よ
び
安
全
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
設
置

に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。

▼
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

・
道
路
（
避
難
路
）
か
ら
の
高
さ
が
80
㌢

㍍
以
上
の
も
の

・
高
さ
が
60
㌢
㍍
以
上
の
も
の

・
安
全
対
策
が
必
要
と
町
が
判
断
し
た
も

の
▼
対
象
者

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
所
有
者
で
、
税
金
な

ど
の
滞
納
が
な
い
者

●
補
助
内
容

①
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
工
事

補
助
対
象
と
な
る
工
事
費
の
３
分
の
２

ま
た
は
撤
去
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
長
さ

（
㍍
）
×
１
万
２
０
０
０
円
の
い
ず
れ
か

低
い
額
（
補
助
限
度
額
20
万
円
）

※
フ
ェ
ン
ス
の
撤
去
費
用
は
除
く
。

②
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
設
置
工
事

補
助
対
象
と
な
る
工
事
費
の
３
分
の
２

ま
た
は
設
置
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
長
さ

（
㍍
）
×
１
万
５
０
０
０
円
の
い
ず
れ
か

低
い
額
（
補
助
限
度
額
15
万
円
）

※
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
と
併
せ
て
行
う

工
事
に
限
る
。

▼
申
し
込
み
期
限

11
月
28
日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
除
く
。

※
予
算
の
上
限
に
達
し
た
場
合
は
、
受
付

を
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

町
建
設
課

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
８
３

本
年
度
も
「
緑
川
の
日
一
斉
清
掃
」
で
、

緑
川
の
清
流
を
取
り
戻
し
、
未
来
の
子
ど
も

た
ち
へ
と
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
美
化
活

動
を
行
い
、
活
動
を
通
じ
て
自
然
と
の
触
れ

合
い
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
開
催
日
時

４
月
29
日
（
火
）
午
前
８
時
～
午
前
９
時

▼
清
掃
場
所

当
日
は
、
全
18
か
所
で
ご
み
袋
を
配
布
し

清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
参
加
さ
れ
る
人

は
、
お
近
く
の
清
掃
場
所
で
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

清
掃
場
所
・
ご
み
集
積

場
所
の
詳
細
は
→

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

町
環
境
衛
生
課

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

くらしの情報

「人・農地プラン」から「地域計画」へ
　町では、平成24年度からさまざまな人と農地の問題解決に向けて、行政区で話し合いながら「人・農地プラン」の
作成に取り組みました。令和5年4月、農業経営基盤強化促進法の改正に伴い、「人・農地プラン」が「地域計画」へ
名称を変え、令和7年3月31日までに「地域計画」を作成することが義務付けられました。この「地域計画」では、
地域農業の将来の在り方や方針などを定めた「計画書」と10年後1筆ごとに誰がどの農地を耕作するのかを示した

「目標地図」を作成するものです。
　計画の作成にあたり、高齢者や後継者不足などの問題から、将来的に耕作放棄地になってしまう農地を地域でどの
ように守っていくのか、農地を誰が担っていくのかなどの協議を行政区46ヶ所で実施しました。各行政区をエリアご
とに取りまとめ、最終的に町内25地区の地域計画として策定しました。
　令和7年度からは、農地の貸し借りや補助金の活用などにこの地域計画が用いられます。作成された地域計画につ
いては、町ホームページに掲載しますのでご確認ください。

　【お問い合わせ先】
　町農政課　

　☎０９６ー２３４－１１７６▲詳細は町公式ウェブサイトを
　ご覧ください。

４
月
29
日
は
緑
川
の
日
一
斉
清
掃
に

ご

参

加

く

だ

さ

い
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技
能
士
の
技
能
を
直
に
見
て
、
熟
練
技

能
士
の
指
導
に
よ
る
「
も
の
づ
く
り
」
が

体
験
で
き
ま
す
。
子
供
た
ち
を
は
じ
め
幅

広
い
世
代
を
対
象
に
体
験
で
き
ま
す
。

▼
日
時

4
月
26
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
3
時

▼
場
所

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

※
費
用
は
無
料
で
事
前
申
込
も
不
要
で
す
。

当
日
は
受
付
順
で
体
験
で
き
ま
す
が
、

定
員
に
達
し
た
場
合
は
受
付
を
終
了
し

ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

県
技
能
士
会
連
合
会

☎
０
９
６
‐
３
８
９
‐
１
６
１
１

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
で
は
、
県
知
事
か
ら
委
託
を
受
け
て

い
る
令
和
７
年
度
第
１
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

受
験
会
場
や
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
は

同
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
ま
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

▼
試
験
の
種
類

・
甲
種

・
乙
種
第
１
類
～
第
６
類

・
丙
種

▼
試
験
日
時

６
月
８
日
（
日
）

▼
試
験
地

熊
本
市
、
八
代
市
、
天
草
市
、
玉
名
市

▼
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請
・
電
子
申
請

４
月
８
日
（
火
）
～
15
日
（
火
）

※
郵
便
の
場
合
は
、
15
日
の
消
印
ま
で
有
効

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊

本
県
支
部

☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
５
０
０
５

「
ゆ
っ
ぴ
ー
安
心
メ
ー
ル
」
は
、
子
ど

も
・
女
性
・
高
齢
者
な
ど
の
安
全
確
保
や

地
域
の
犯
罪
防
止
を
図
る
た
め
、
県
内
で

発
生
し
た
犯
罪
や
不
審
者
な
ど
の
情
報
を

警
察
か
ら
登
録
者
の
携
帯
電
話
な
ど
に

メ
ー
ル
で
配
信
す
る
も
の
で
す
。

※
詳
細
は
熊
本
県
警
察
の
公
式
ホ
ー
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

くらしの情報

紙製品（紙製容器包装）は  ”リサイクル ”  しましょう
　町では、紙製品（紙製容器包装）を資源物として取り扱い、リサイクルステーションにおいて収集してお
りますが、リサイクルに出される量が少なく、” 可燃ごみ ” として捨てられる量のほうが多く見受けられます。
紙製品をリサイクルすることで、紙資源が有効活用されるだけでなく、ＣＯ２排出の抑制にもつながります
ので、みなさまのリサイクルへのご協力をお願いします。
●おもな紙製品

お菓子、アイスクリーム、飲料、食料などの紙箱、各種製品の紙箱、ティッシュペーパーの箱、宅配便な
　どの紙袋、靴や衣料品の紙のタグ、仕切り紙、紙袋、包装紙、厚紙など

※直径が概ね10cm 以上の紙製品 ( 紙製容器包装 ) が
　リサイクルの対象となります。
※汚れや紙以外の素材を取り除くことができない場合は、リサイクル
　できませんので、可燃ごみとして出してください。

●リサイクルステーションへの出し方
紙袋に入れ、中身が出ないように詰めておく、ひもで十文字に結ぶなど、

　紙製品が散らばらないようにして出してください。

▲紙製品のリサイクルマーク

　【お問い合わせ先】
　町環境衛生課（町水道管理センター内）　

　☎０９６ー２３４－１１６９

く
ら
し
安
全

「
ゆ
っ
ぴ
ー
安
心
メ
ー
ル
」
に

登

録

し

よ

う
！

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
ご
案
内

技
能
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
甲
佐
町
が

開

催

さ

れ

ま

す
！
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［
肥
後
狂
句
］

北
川
直
美
選

と
つ
け
む
無
ァ

キ
ャ
ベ
ツ
一
枚
売
っ
て
く
れ

広
田
み
ど
り

と
つ
け
む
無
ァ

わ
あ
山
火
事
が
追
う
て
来
る

下
山

千
恵

と
つ
け
む
無
ァ

街
に
マ
ン
シ
ョ
ン
買
う
な
ん
ぞ

志
垣　
　
光

と
つ
け
む
無
ァ

十
六
て
だ
ろ
詐
欺
仲
間

平
井
や
よ
い

と
つ
け
む
無
ァ

薬
の
数
に
寝
込
ま
し
た

光
永　
　
六

と
つ
け
む
無
ァ

ほ
っ
と
座
れ
る
椅
子
の
無
ァ

井
元
あ
ざ
み

と
つ
け
む
無
ァ

放
火
し
と
っ
た
消
防
士

日
高

美
里

と
つ
け
む
無
ァ

新
入
幕
が
優
勝
し

上
田

梅
清

と
つ
け
む
無
ァ

男
同
士
の
夫
婦
げ
な

北
川

直
美

［
短
歌
］

塚
原
暁
益
選

バ
ス
停
へ
曲
が
る
小
道
の
山
茶
花
は

こ
の
季
限
り
と
咲
き
誇
り
お
り

吉
永
由
紀
子

蓬
摘
み
草
餅
な
つ
か
し
母
の
顔

幼
な
き
頃
の
遠
き
想
い
出

池
田
キ
ヨ
子

蕗
の
と
う
春
一
番
の
食
卓
は

喜
び
合
い
て
皆
で
味
わ
う

緒
方

明
美

亡
き
母
が
植
え
し
桜
は
ふ
く
ら
み
て

季
節
先
取
り
色
づ
き
は
じ
む

内
田
乃
武
子

短
歌
詠
む
ノ
ー
ト
鉛
筆
電
子
辞
書

三
種
の
神
器
傍
ら
に
置
き

岡
部

律
子

何
と
な
く
土
盛
り
上
が
り
ふ
っ
く
ら
と

春
思
わ
せ
る
柳
の
芽
吹
き

赤
星

延
子

子
等
達
の
優
し
き
愛
に
か
こ
ま
れ
て

今
を
生
き
て
る
幸
せ
思
う

塚
原

暁
益

literary work
うたごよみ　～卯月～

■
お
問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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【作り方】
①新玉ネギは縦半分に切り、薄切りにしたら

キッチンペーパーでギュッとつかんで水気を
とりましょう。

②レモン汁・薄口しょう油・マヨネーズ・すり
ゴマをボウルに入れ、混ぜ合わせます。ース
ハムは縦4等分に切ります。

③シーチキンは水気を切っておきます。
④②のボウルに①と③を入れサックリ混ぜたら

出来上がりです。
※味を見て薄いようなら塩コショウで整えます。

新玉ねぎのサラダ

日
中
は
す
っ
か
り
暖
か
く
な
り
、

野
山
や
道
端
の
花
々
が
一
斉
に
目
を

覚
ま
し
、
菜
の
花
や
桜
な
ど
、
色
鮮

や
か
な
風
景
を
楽
し
め
る
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

春
は
出
会
い
の
季
節
と
い
い
ま
す

が
、
入
学
や
入
社
、
引
っ
越
し
な
ど
、

身
の
ま
わ
り
の
環
境
が
大
き
く
移
り

変
わ
っ
て
い
く
人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

今
回
は
地
域
や
町
で
取
り
組
ん
で

い
る
介
護
予
防
活
動
な
ど
を
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
。
時
間
に
な
る
と
公
民

館
に
集
ま
っ
て
、
何
気
な
い
会
話
を

交
わ
し
な
が
ら
談
笑
し
、
楽
し
く
活

動
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
の
姿
を
見

て
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を

改
め
て
感
じ
た
取
材
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゆ
）

血液をサラサラにしてくれる玉ネギですが、これは硫化アリルのおかげです。
血栓（動脈硬化・心筋梗塞・脳梗塞）などの予防に効果があるようです。
でも水に溶けやすいのと熱に弱いのが弱点だってご存じですか？
　新玉ネギはみずみずしく辛みが少ないので、水に晒すことなく生で美味しく
食べて栄養も摂取できます。つまり、新玉ネギの良いとこ取りができるのは生
で食べられるこの時期だけですよ。

【材料】（２～３人前）
シーチキン…………100㌘
新玉ねぎ………………１個
レモンの絞り汁……大さじ２
マヨネーズ…………大さじ２
すりゴマ……………大さじ1
薄口しょう油……小さじ1.5
塩コショウ………………適宜

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

編

集

後

記

ひ と の 動 き
2月11日（火）〜3月10日（月）届出

ふるさと甲佐応援寄附金

お誕生

ご結婚

お悔やみ

▶ご寄附いただいた皆様
　　お名前　　　　ご住所　
・小塚　朋幸様　　神奈川県
・野口明日香様　　宮城県
・川崎　勝巳様　　神奈川県
・梶川　泰平様　　愛知県
・小林　幸男様　　愛知県
　　　　　　　　ほか多数
■お問い合わせ
　町地域振興課
　☎096-234-1154

　ふるさと納税の
　詳細はこちらを
　チェック！▶

ご存じですか？

Let's make health
甲佐の野菜で作ってみよう！

住　所 氏　名
夫 吉　田 作本　龍治
妻 下横田 福永　蓮華

「広報こうさ」アンケート
実施中！ご協力をお願い
します▶

　　　　今月の出生児　１人

［

住　所 氏　名 年齢 世帯主
豊　内 松下　護 90 ケイ子
豊　内 赤星　脩 93 惠　里
西寒野 杉本　道代 82 茂
岩　下 木村　紘 81 操
田　口 坂本　淑子 97 淑　子
船　津 井芹　雅明 86 クミ子
下横田 吉村　敬子 91 敬　子
大　町 大村シズ子 87 シズ子
下横田 緒方　操 100 妙　子
早　川 中島　礼子 95 礼　子
上　揚 中嶋　貞利 89 友　広
芝　原 木下チエ子 96 チエ子

ほか５人　
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２
本
の
ポ
ー
ル
を
使
っ
て
歩
く

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

指
導
員
を
務
め
る
赤
星
裕
子
さ

ん
。
町
の
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
に
て
体
を
健
康
に
保
つ
た
め
の

運
動
と
し
て
、
毎
週
参
加
メ
ン
バ

ー
と
共
に
甲
佐
町
内
を
歩
い
て
い

る
。２

０
１
４
年
に
体
を
壊
し
た

時
、
た
ま
た
ま
居
合
わ
せ
た
人
か

ら
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
話
を
聞
き
、
自
身
の
健
康
を
取

り
戻
す
た
め
に
ぜ
ひ
取
り
入
れ
た

い
と
、
す
ぐ
に
県
内
の
連
盟
に
問

い
合
わ
せ
た
。
2
本
の
専
用
ポ
ー

ル
を
地
面
に
突
き
、
後
方
に
押
し

出
す
動
作
で
推
進
力
を
生
み
出
し

て
進
ん
で
い
く
こ
の
歩
き
方
は
、

体
力
が
な
い
人
で
も
無
理
な
く
始

め
ら
れ
、
正
し
い
歩
き
方
を
学
ぶ

こ
と
で
姿
勢
改
善
を
始
め
様
々
な

運
動
効
果
が
期
待
で
き
る
そ
う
。

指
導
員
の
資
格
を
取
っ
た
２
年

後
に
熊
本
地
震
が
起
き
、
水
道
設

備
業
を
営
む
ご
主
人
と
共
に
被
災

後
の
復
旧
活
動
で
慌
た
だ
し
く
動

く
中
、「
震
災
に
よ
っ
て
運
動
量

が
落
ち
、
歩
け
な
く
な
っ
て
い
る

人
が
い
る
」
と
い
う
話
を
聞
い
た

赤
星
さ
ん
は
、
す
ぐ
に
役
場
の
協

力
を
得
て
動
き
出
し
た
。「
あ
の

時
は
役
場
職
員
の
方
と
仮
設
住
宅

の
扉
を
一
軒
一
軒
叩
い
て
﹃
一

緒
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
せ
ん

か
？
﹄
と
声
を
か
け
、
初
め
は
十

数
名
の
方
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
」
そ
れ
か
ら
徐
々
に
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
輪
が
広
が
り
、
仮
設
住
宅

で
は
週
に
一
回
の
活
動
を
１
年
間

継
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の

頃
か
ら
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
広

め
る
た
め
に
と
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

マ
イ
ス
タ
ー
の
資
格
を
取
り
、
指

導
員
の
育
成
に
も
力
を
注
ぐ
よ
う

に
な
っ
た
。
4
月
か
ら
は
甲
佐
町

で
も
指
導
員
の
検
定
試
験
を
開
催

す
る
予
定
で
、
県
内
外
か
ら
多
く

の
参
加
者
が
集
ま
る
と
の
こ
と
。

現
在
、
県
内
各
地
で
教
室
を
持

ち
講
師
を
務
め
る
ほ
か
、
全
国
で

行
わ
れ
る
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
。
昨

年
は
５
４
９
名
が
参
加
し
た
イ
ベ

ン
ト
の
実
行
委
員
長
を
務
め
た
。　
　

精
力
的
に
活
動
を
続
け
る
赤
星
さ

ん
は
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
魅
力
は
男
女
年
齢
関
係
な

く
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
と
で

も
気
軽
に
始
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
。

歩
け
る
よ
う
に
な
る
と
自
信
が
つ

き
、
そ
し
て
性
格
が
前
向
き
に
、

明
る
く
な
れ
ま
す
」
と
話
す
。

「
初
め
て
体
験
す
る
事
も
、
と

に
か
く
一
度
や
っ
て
み
る
」
と
い

う
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
の
持
ち
主
で
あ

る
赤
星
さ
ん
は
、
毎
年
行
わ
れ
る

研
修
会
や
学
会
に
も
欠
か
さ
ず
参

加
し
、
技
術
や
学
術
の
学
び
も
欠

か
さ
な
い
。

「
い
つ
で
も
学
び
が
あ
る
中
に

居
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し

て
社
会
貢
献
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
眩
し
い
笑
顔
を
見
せ
る
赤

星
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
も
新
し
い

目
標
に
向
か
っ
て
一
歩
ず
つ
歩
み

続
け
る
。

い
つ
で
も
誰
で
も
始
め
ら
れ
る

歩
い
て
健
康
的
な
体
づ
く
り
を

Kosa
Style
こうさ スタイル

北 欧 が 発 祥 の ノ ル デ ィ ッ ク
ウォーキングは、国際的にも知
られるスポーツ。スイスや韓国
など、世界中で行われるイベン
トに参加するのも楽しみの一つ。 〔有安区〕

広
報
こ
う
さ

2025
April
N

o.669

ま
ち
と
人
の
想
い
が
交
わ
る
情
報
交
差
点

発
行

　
　

甲
佐

町
発

行
人

　
甲

佐
町

長
 甲

斐
高

士
編

集
　

　
企

画
課

TEL　
096-234-1111（

代
表

）
FAX　

096-234-3964
URL　

https://w
w

w.tow
n.kosa.lg.jp/

赤星 裕子さん
Yuko　Akahoshi
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